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教育・青少年だより  教育・青少年だより  エエーールル

スクールソーシャルワーカー（SSW）ってどんな仕事？
児童・生徒や保護者に福祉的な支援が必要な場合に相談をうけるほか、福祉サービス等の手続きを手

助けする福祉の専門家です。
子どもには子どもの、大人には大人の心配なことや事情があります。でも、不安やイライラ・つらい

気持ちには子どもも大人も違いはありません。生きていると、いろいろなことが起こります。学校のこと、
生活のこと、家族のこと、親子みんなが安心して毎日をおくるお手伝いをします。

社会福祉士や精神保健福祉士などの資格を持った専門家が、お話をうかがいます。秘密は守ります。
お申込みは、特別支援教育係で受付しておりますが、学校をとおしてもお申込みが可能です。

【問合せ】��教育委員会指導課特別支援教育係  
アキシマエンシス校舎棟 TEL 042-519-2290こんなことに困ってい

ませんか

GIGAスクール通信 学校でのタブレット端末を活用した取組を紹介します。
★富士見丘小学校タブレット端末活用の取組★

ふじみ GIGAスクール･スマート･ツール構想
本校では、「ふじみ探究ノート」を開発し、予測でき

ない変化に主体的に関わる力、AIには代替できない創
造性、協働して新たな価値観や行動力、正解のない課
題に納得解を導く力を育成しています。その基盤とし
て「教育の情報化ガイドライン」を策定して情報活用力、
情報活用の実践力、プログラミング、情報モラルにつ
いて１年生から系統的に学んでいます。

情報活用力
子供たちが、安全・安心に情報機器の基本的な

操作ができるように、
各教科等の教育内容を
相互の関係で捉えた６
年間の情報活用力育成
指導計画を作成し、系
統的に学んでいます。

プログラミング
直感的にプログラミングができるソニーの MESH

ブロックの活用を通し
て、課題解決の手順や
順序を考え、コンピュー
タの特性を生かして思
考 ･ 判断 ･ 表現する力
を養っています。

情報活用の実践力
タブレット端末を「賢い文房具」として、発表や

共有機能、共同編集機
能などを利用し、個別
最適で協働的な学びに
つなげ、各教科の目標
を達成するために効果
的に活用しています。

情報モラル
GIGA ワークブック等を活用した児童同士の話し合

い活動を中心に、自他の
情報を大切にし、情報
社会や情報手段の特性
理解、適切に情報手段
を活用する考え方と態
度を身に付けています。

● 学校に行かない、行けない
● 心身の発達の心配
● �子どもに手をあげてしまう、 

家庭内暴力
● 生活が苦しい

● いじめられている
● �お友だちにちょっかいを 

だしてしまう
● 子どもの将来が不安
● �どこに相談したらいいのか

分からない

● �いろいろな手続きを 
するのが苦手


